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附
則
第
十
八
条
の
二
の
見
出
し
中
「
指
定
共
同
生
活
介
護
事
業
所
」
を
「
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
」に
改
め
、

同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
百
四
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
二
百
十
一
条
第
三
項
」
に
、「
指
定
共
同
生
活
介
護

事
業
所
」
を
「
指
定
共
同
生
活
援
助
事
業
所
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
百
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら

ニ
ま
で
」
を
「
第
二
百
八
条
第
一
項
第
二
号
ロ
か
ら
ニ
ま
で
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
九
条
中
「
指
定
共
同
生
活
介
護
」
を
「
指
定
共
同
生
活
援
助
」
に
、「
第
百
四
十
条
（
第
二
百
十
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
二
百
十
条
（
第
二
百
十
三
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

に
、「
第
百
四
十
条
第
六
項
」
を
「
第
二
百
十
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
地
域
相
談
支
援
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
四
条

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
地
域
相
談
支
援
の

事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
第
五
条
第
十
二
項
」
を
「
第
五
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
十
二
号
を
第
十
四
号
と

し
、
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
号
中
「
第
五
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
五
条

第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

救
護
施
設
等

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
救

護
施
設
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
更
生
施
設
を
い
う
。

四

刑
事
施
設
等

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）

第
三
条
に
規
定
す
る
刑
事
施
設
、
少
年
院
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
少

年
院
、
更
生
保
護
事
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
更
生
保
護
施
設
（
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
更
生
保
護
施
設
」
と
い
う
。）、
法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
五
条
に
規
定
す
る
保
護
観
察
所
に
設
置
若
し
く
は
併
設
さ
れ
た
宿
泊
施
設
又
は
更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年

法
律
第
八
十
八
号
）
第
六
十
二
条
第
三
項
若
し
く
は
第
八
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
が

当
該
委
託
に
係
る
同
法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
救
護
若
し
く
は
同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
の
更
生
緊
急
保
護
と

し
て
利
用
さ
せ
る
宿
泊
施
設
（
更
生
保
護
施
設
を
除
く
。）を
い
う
。

第
二
十
条
第
五
項
中
「
又
は
精
神
科
病
院
」
を
「
、
精
神
科
病
院
、
救
護
施
設
等
又
は
刑
事
施
設
等
」に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
関
係
機
関
」
の
下
に「（
第
二
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
「
関
係
機
関
」
と
い
う
。）」を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
宿
泊
支
援
」
の
下
に
「
並
び
に
利
用
者
の
退
院
又
は
退
所
後
の
居
住
予
定
地
が
遠
隔
地

に
あ
る
場
合
に
お
け
る
他
の
指
定
地
域
移
行
支
援
事
業
者
へ
の
委
託
に
よ
り
行
わ
れ
る
住
居
の
確
保
及
び
関
係
機
関

と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
供
与
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項

を
加
え
る
。

３

指
定
地
域
移
行
支
援
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
指
定
地
域
移
行
支
援
に
係
る
業
務
の
一
部
を

他
の
指
定
地
域
移
行
支
援
事
業
者
に
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
者
の
業
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

定
期
的
に
確
認
し
、
そ
の
結
果
等
を
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条
中
「
宿
泊
支
援
」
の
下
に
「
並
び
に
利
用
者
の
退
院
又
は
退
所
後
の
居
住
予
定
地
が
遠
隔
地
に
あ
る

場
合
に
お
け
る
他
の
指
定
地
域
移
行
支
援
事
業
者
へ
の
委
託
に
よ
り
行
わ
れ
る
住
居
の
確
保
及
び
関
係
機
関
と
の
連

絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
供
与
」
を
加
え
る
。

（
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
二
十
六
第
一
項
第
三
号
中
「
第
五
条
第
二
十
四
項
」
を
「
第
五
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第

四
号
中
「
第
五
条
第
二
十
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
る
。

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
中
「
第
五
条
第
二
十
三
項
」
を
「
第
五
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
る
。

（
社
会
福
祉
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

社
会
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
号
中
「
同
条
第
十
三
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
」
に
、「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」に
、

「
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
四
項
」
に
改
め
る
。

（
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
及
び
東
日
本
大

震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す

る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
第
五
条
第
十
二
項
」
を
「
第
五
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

一

労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十

一
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
一
条
第
二
項
第
一
号

二

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の

施
行
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
七
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号

（
介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
四
十
一
号
中
「
第
五
条
第
二
十
六
項
」
を
「
第
五
条
第
二
十
五
項
」
に
改
め
る
。

（
精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規
則
（
平
成
十
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
三
号
中
「
、
共
同
生
活
介
護
」
を
削
る
。

（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
十
三
条
の
二
第
二
号
イ
中
「
第
五
条
第
十
二
項
」
を
「
第
五
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
同
条
第

十
項
に
規
定
す
る
共
同
生
活
介
護
、
同
条
第
十
三
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
」
に
、「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第

十
三
項
」
に
、「
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同
条
第
十
四
項
」
に
、「
同
条
第
十
六
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」に
改
め
る
。

第
百
七
十
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
十
一
項
」
を
「
第
五
条
第
十
項
」
に
、「
第
五
条
第
十
二
項
」
を
「
第
五
条
第

十
一
項
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
省
令
の
特
例
に
関

す
る
措
置
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

厚
生
労
働
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
省
令
の
特

例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
一
項
中
「
第
五
条
第
十
三
項
」
を
「
第
五
条
第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生

労
働
省
令
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
第
四
号
中
「
第
五
条
第
十
二
項
」
を
「
第
五
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
の
二
中
「
同
条

第
十
三
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
」
に
、「
同
条
第
十
四
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
十
五
項
」
を
「
同

条
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
第
五
条
第
二
十
六
項
」
を
「
第
五
条
第
二
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
二
十

七
項
」
を
「
同
条
第
二
十
六
項
」
に
改
め
る
。

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
平
均
障
害
程
度
区
分
」
を
「
平
均
障
害
支
援
区
分
」
に
、「
障
害
程
度
区
分

の
」
を
「
障
害
支
援
区
分
の
」
に
改
め
る
。

一

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
二
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一

号
イ
]
^

二

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
イ
]
^
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